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▲「核兵器廃絶宣言のまち」表示板

松岡  光子

一

般

質

問 日本共産党 核兵器廃絶の取り組みは
協議会の一員として注視町　長

ここを　  うここを　  う問問町政
　９月９、10日の両日、９人の議員が一般質問を行い、町政
全般にわたり町当局の考えをただしました。

議案などの審議結果【平成26年7月臨時会、9月定例会】

賛 否 の分かれた議案
（○…賛成、×…反対、欠…欠席）
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条
例

播磨町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例制定 11 2 可決 9/19 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

播磨町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例制定 11 2 可決 9/19 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

予
算

平成 25 年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
1 号） 11 2 可決 9/19 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

決
算

平成 25 年度一般会計歳出歳入決算認定 11 2 認定 9/19 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
平成 25 年度後期高齢者医療事業特別会計歳出歳入決算
認定 11 2 認定 9/19 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

請
願

全国のすべての原発再稼働の中止を政府に求める請願 3 10 不採択 9/19 × × × × × － × × 〇 × × × 〇 〇
集団的自衛権行使容認に関する請願 4 9 不採択 9/19 × × × ○ × － × × 〇 × × × 〇 〇

※　播磨町議会の現議員数は14人です。採決は、全議員の過半数（７人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって可
決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。

※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席６番宮尾尚子。議長不在などの場合には副議長が議長を務めます）。
ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全  員  賛  成 で可決・認定・採択・選出した議案・選挙

議　案　名 議決日

町長提出

条例 ▶播磨町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定 9/19

予算

▶平成26年度一般会計補正予算（第２号） 7/25
▶水道事業特別会計補正予算（第１号） 9/2
▶平成26年度一般会計補正予算（第３号）　▶国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
▶下水道事業特別会計補正予算（第１号）　▶介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 9/19

決算 ▶平成25年度国民健康保険特別会計決算認定　▶財産区特別会計決算認定
▶下水道事業特別会計決算認定　▶介護保険事業特別会計決算認定　▶水道事業会計決算認定 9/19

契約
▶工事請負契約締結の件（町道浜幹線路新設（その５）工事） 7/25
▶工事請負契約締結（阿閇漁港埋立地環境整備工事）
▶工事請負契約変更（播磨町駅地下道エレベーター設置工事） 9/2

委員会提出 意見書 ▶手話言語法制定を求める意見書 9/19

選挙 ▶東播磨農業共済事務組合議会議員の選挙（藤原秀策氏）
▶兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙（清水ひろ子氏） 7/25
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平成25年度政務活動費の決算報告

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額 返還額 主な支出内容調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵、宮尾尚子 240,000 143,872 70,440 0 14,600 228,912 11,088
先進地調査（４・２月）
研修会参加（４・10月）
書籍購入

新 政 会

福原隆泰、
　神吉史久、奥田俊則
　大辻裕彦、藤田 博
　河野照代

720,000 330,521 0 0 55,000 385,521 334,479 先進地調査（４・２月）
書籍購入

青 雲 2 1 藤原秀策、
　岡田千賀子、宮宅 良 360,000 0 213,070 0 81,370 294,440 65,560

書籍購入
研修会参加
（４・７・11・１・３月）

日本共産党 田中久子、松岡光子 240,000 2,130 144,960 0 66,745 213,835 26,165
先進地調査（11月）
書籍購入、資料印刷
研修会参加（５・11月）

無 所 属 山本雅之 120,000 0 65,830 0 5,000 70,830 49,170 書籍購入
研修会参加（４・３月）

＝代表者　　※平成25年度の代表者を表記しています。　※無所属議員も交付対象です。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員たちで構成する会派に対し、半期ごとに所属議員１人当たり月額１万円が交付され、その
使途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限っています。収支報告書
への領収書の添付も義務付けられています。平成25年度は168万円交付し、48万6462円の返還がありました。

（単位：円）会派別の使途など

質問者 質　　問　　事　　項

1 日本共産党
松岡　光子 （１）核兵器廃絶のまちとして　　（２）学力テストの結果公表について

2 新政会
福原　隆泰

（１）現状の入札制度の是正を求める
（２）自治会の加入促進のその後の対応

3 新政会
神吉　史久

（１）職員提案制度の制度化を
（２）播磨町ウォーターフロント整備基本計画について

4 青雲 21
宮宅　良

（１）認知症高齢者支援について　　　　　（２）障がい者の共同生活について
（３）要配慮者の避難訓練実施について　　（４）自転車の安全利用について

5 （無所属）
山本　雅之

（１）安全・安心のまちづくりについて、
（２）阿閇漁港埋立地に計画中の多目的広場について、
（３）野添コミュニティセンターについて

6 青雲 21
岡田　千賀子

（１）バリアフリーのまちづくりをめざして　　（２）クラブ活動の充実をめざして
（３）学校給食を完全米飯に

7 新政会
奥田　俊則 （１）環境美化について　　（２）防災について

8 青雲 21
藤原　秀策

（１）ＪＲ土山駅周辺整備について　　（２）播磨ふれあいの家について
（３）地蔵さんについて

9 日本共産党
田中　久子

（１）こども医療費無料化の早期実現を　　（２）学校図書館に司書の配置を
（３）水田川水害対策の進展は
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